
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜

補
遺
Ⅲ

影

山

亮

本
年
譜
は
「『
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
』
お
よ
び
そ
の
制
作
過
程
」（『
立

教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
一
三
号
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
、
立
教
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）
の
補
遺
で
あ
り
、
同
一
四
号
に
掲
載
し

た
補
遺
Ⅰ
、
同
一
六
号
の
補
遺
Ⅱ
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

表
記
に
つ
い
て
だ
が
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
太
字
に
な
っ
て
い
な
い
著
作
は
、
す
で

に
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
初
出
年
月
が
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
連
載
も
の
の
初
出
紙
誌
月
日
の
巻
号
が
「
？
」
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
連
載
開
始
時
の
巻
号
は
判
明
し
た
も
の
の
、
連
載

終
了
時
の
巻
号
は
様
々
な
施
設
や
方
法
で
調
査
し
た
も
の
の
確
認
出
来
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
「
※
」
の
つ
い
て
い
る
著
作
は
『
出
版
年
鑑
』
な
ど

に
よ
っ
て
著
作
名
や
紙
誌
が
発
覚
し
た
が
、
実
際
に
そ
の
紙
誌
を
見
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
連
載
も
の
の
初
出
紙
誌
月
日
の
巻
号
が

「
？
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
連
載
開
始
時
の
巻
号
は
判
明
し

た
も
の
の
、
連
載
終
了
時
の
巻
号
は
様
々
な
施
設
や
方
法
で
調
査
し
た
も
の
の

確
認
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
月
日
が
「
？
」
に
な
っ
て
い
る
著

作
は
、
出
版
の
日
に
ち
ま
で
は
不
明
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。﹇
註
﹈
が
付
い
て

い
る
著
作
は
、
最
後
に
ま
と
め
て
註
で
説
明
す
る
。
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月

日

作
品
名
・
書
名

執
筆
名

種
類

初
出
誌
・
紙
名

巻
・
号

初
刊
本

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年

３

１

木
村
重
成

い
ぐ
ち
ち
ょ
う
じ

小
説

小
学
画
報

４
・
３

昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年

８

？

※首

山
手
樹
一
郎

小
節
サ
ン
デ
ー
毎
日
臨
時
増
刊

１２

？

右
衛
門
七
恋

※慕

山
手
樹
一
郎

小
説

講
談
雑
誌

『
義
士
小
説
名
作
集
』
Ｓ
１５
（
１
９
４
０
）

８
月
・
博
文
館

昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年

２

１

夢
介
千
両
み
や
げ

山
手
樹
一
郎

小
説

読
物
と
講
談

３
・
２
〜
７
・
７
『
新
大
衆
小
説
全
集

九
』Ｓ
２５（
１
９
５
０
）

１
月
・
矢
貴
書
店

１２

１

黒
髪
地
獄
﹇
註
２
﹈

山
手
樹
一
郎

小
説

小
説
の
泉

５

１２

５

を
し
ど
り
日
記

山
手
樹
一
郎

小
説

オ
ー
ル
講
談

１
・
３

１２

２５

竹
刀
婿

山
手
樹
一
郎

小
説

講
談
界

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年

４

３０

推
薦
の
言
葉
﹇
註
１
﹈

山
手
樹
一
郎

随
筆

近
代
ロ
マ
ン

２
・
１

７

１０

い
さ
み
肌
祝
言

山
手
樹
一
郎

小
説

講
談
春
秋

創
刊
号

１１

？

天
狗
く
ず
れ

山
手
樹
一
郎

小
説

読
物
街

６
集

『
恋
か
た
ぎ
侍
話
』
Ｓ
２５
（
１
９
５
０
）

１１
月
・
東
方
社

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年

９

１０

生
霊
に
追
わ
れ
る
男

山
手
樹
一
郎

小
説

サ
ン
デ
ー
毎
日

３０
・
３７

『
愉
し
か
ら
ず
や
万
作
』
Ｓ
２７
（
１
９
５
２
）

８
月
・
東
方
社
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月

日

作
品
名
・
書
名

執
筆
名

種
類

初
出
誌
・
紙
名

巻
・
号

初
刊
本

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

２

１

追
わ
れ
天
狗

山
手
樹
一
郎

小
説

文
芸
倶
楽
部

２
月
号

昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年

１

１

少
年
剣
士

山
手
樹
一
郎

小
説

少
年
画
報

６
・
１

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年

５

２４

所
得
税
額
と
作
家

山
手
樹
一
郎

随
筆

朝
日
新
聞

３
・
８
〜
？

昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年

１

１

あ
ば
れ
剣
法

山
手
樹
一
郎

小
説

少
年
画
報

１３
・
１
〜
？

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年

１１

２７

千
石
鶴

山
手
樹
一
郎

小
説

北
海
道
新
聞

〜
翌
年
１１
月
３
日
『
千
石
鶴
』
Ｓ
３９
（
１
９
６
４
）
５
月
・

講
談
社

？

？

時
計
と
頭

山
手
樹
一
郎

随
筆

単
行
本
書
き
下
ろ
し

『
時
計
随
筆
五
十
人
集
』
Ｓ
３７
（
１
９
６
２
）

吉
日
、
堀
田
時
計
店

昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年

８

１

作
家
の
年
輪

山
手
樹
一
郎

随
筆

小
説
現
代

八
月
号

昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年

７

２５

私
の
小
説
作
法

山
手
樹
一
郎

随
筆

毎
日
新
聞

１０

１

私
の
大
き
な
息
子

山
手
樹
一
郎

随
筆

小
説
現
代

十
月
号
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月

日

作
品
名
・
書
名

執
筆
名

種
類

初
出
誌
・
紙
名

巻
・
号

初
刊
本

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年

３

１８

お
れ
の
青
空

山
手
樹
一
郎

小
説
週
刊
ス
ポ
ー
ツ
マ
ガ
ジ
ン

〜
６
月
１０
日

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年

１

１０

黒
部
君
と
楠
田
君
の
こ
と

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

創
刊
号

５

１７

虹
に
立
つ
侍

山
手
樹
一
郎

小
説

河
北
新
報

〜
翌
年
４
月
９
日
『
虹
に
立
つ
侍
』
Ｓ
４４
（
１
９
６
９
）
２
月
・

講
談
社

６

１

う
ち
の
お
嫁
さ
ん

山
手
樹
一
郎

随
筆

小
説
現
代

六
月
号

６

１０

万
歩
計

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
２
号

１０

１８

富
田
常
雄
君
を
悼
む

山
手
樹
一
郎

随
筆

毎
日
新
聞

１１

１０

私
の
手
相

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
３
号

昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年

５

１５

持
っ
て
生
れ
た
星

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
４
号

１０

？

終
戦
の
日

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
５
号

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年

３

？

仇
討
ち
く
ず
れ

山
手
樹
一
郎

小
説

小
説
ク
ラ
ブ

３
月
号

４

１

老
年
前
期
に
入
る

山
手
樹
一
郎

随
筆

小
説
現
代

四
月
号

６

？

友
情
の
旅

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
６
号
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月

日

作
品
名
・
書
名

執
筆
名

種
類

初
出
誌
・
紙
名

巻
・
号

初
刊
本

１２

１３

争
え
ぬ
事
実

山
手
樹
一
郎

随
筆

東
京
新
聞

１２

？

冷
汗
を
か
く

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
７
号

昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年

４

２１

さ
む
ら
い
山
脈

山
手
樹
一
郎

小
説

信
濃
毎
日
新
聞

〜
翌
年
１
月
２５
日
『
さ
む
ら
い
山
脈
』
Ｓ
４８
（
１
９
７
３
）

３
月
・
講
談
社

８

？

ス
テ
ッ
キ
と
私

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
１０
号

昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年

１０

？

病
気
は
怖
い

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
１１
号

昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年

２

１

四
十
歳
の
一
本
立
ち

山
手
樹
一
郎

随
筆

問
題
小
説

新
春
特
別
号

昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年

１

？

無
題
﹇
註
３
﹈

山
手
樹
一
郎

推
薦
文

随
筆
手
帖

第
１４
号

昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年

５

？

土
師
先
生
と
俳
句

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
１６
号

５

？

城
さ
ん
と
お
酒

山
手
樹
一
郎

随
筆

随
筆
手
帖

第
１６
号
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【
註
】

（
１
）
「
黒
髪
地
獄
」
は
『
小
説
の
泉
』
が
企
画
し
た
「
花
形
リ
レ
ー
大
ロ
マ

ン
小
説

五
彩
の
情
火
」
の
一
篇
で
、
こ
の
あ
と
村
上
元
三
「
白
妖
聖
母
」、

西
川
満
「
黄
金
花
」、
大
林
清
「
紅
恋
」、
山
岡
荘
八
「
紫
峰
の
桃
」
と
続

く
。

（
２
）
こ
の
推
薦
の
文
章
は
、
山
手
の
弟
子
に
あ
た
る
上
野
一
雄
の
「
好
色
燈

籠
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
こ
の
文
章
は
竹
村
篤
『
天
童
の
鷹
』
に
対
し
て
の
推
薦
文
で
あ
る
が
、

題
名
が
な
い
た
め
無
題
と
し
た
。

【
紙
誌
出
版
社
一
覧
】

『
小
学
画
報
』（
新
報
社
）
／
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』（
毎
日
新
聞
社
）
／
『
サ
ン

デ
ー
毎
日
臨
時
増
刊
』（
毎
日
新
聞
社
）
／
『
講
談
雑
誌
』（
博
友
社
）
／
『
読

物
と
講
談
』（
公
友
社
）
／
『
月
刊

さ
き
が
げ
』（
秋
田
魁
新
報
社
）
／
『
小

説
の
泉
』（
矢
貴
書
店
）
／
『
オ
ー
ル
講
談
』（
近
畿
出
版
）
／
『
講
談
界
』（
良

友
社
）
／
『
近
代
ロ
マ
ン
』（
近
代
ロ
マ
ン
社
）
／
『
講
談
春
秋
』（
講
談
春
秋

社
）
／
『
読
物
街
』（
東
京
読
物
出
版
社
）
／
『
文
芸
倶
楽
部
』（
博
文
館
）
／

『
少
年
画
報
』（
少
年
画
報
社
）
／
『
朝
日
新
聞
』（
朝
日
新
聞
社
）
／
『
北
海

道
新
聞
』（
北
海
道
新
聞
社
）
／
『
小
説
現
代
』（
講
談
社
）
／
『
毎
日
新
聞
』

（
毎
日
新
聞
社
）
／
『
週
刊
ス
ポ
ー
ツ
マ
ガ
ジ
ン
』（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ

ジ
ン
社
）
／
『
随
筆
手
帖
』（
日
本
作
家
ク
ラ
ブ
）
／
『
河
北
新
報
』（
河
北
新

報
社
）
／
『
小
説
ク
ラ
ブ
』（
桃
園
書
房
）
／
『
東
京
新
聞
』（
東
京
新
聞
社
）

／
『
信
濃
毎
日
新
聞
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）
／
『
問
題
小
説
』（
徳
間
書
店
）

（
か
げ
や
ま
り
ょ
う

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

― 234 ―


